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日立のカンブリア系と日立変成古生層ー2011地質学会巡検案内書改訂版 
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地形図 

1:25,000 「日立」「町屋」「常陸太田」 
 
見学コース 

１日目：小木津山自然公園→東連津川→宮田川 

２日目：御岩山山頂→常陸太田市長谷、西堂平林道 

 
注意事項：模式的露頭で岩石を採取しないこと。模式的露頭を壊さないこと。岩石の採取は指

示された所で行うこと。「可」は採取可能箇所、「禁」は採取できない箇所を示す。模式的露頭

以外の場所での採取は可能である。 
Stop 1 日立市小木津山自然公園入口、微文象組織と球果組織をもつ505 Maの変成ポーフィ
リー。「可」 

Stop 2 日立市東連津川、赤沢層を貫くポーフィリー岩脈「禁」 
Stop 3 同、赤沢層の火山砕屑岩を原岩とする緑色片岩「可」 
Stop 4 同、赤沢層枕状溶岩を原岩とする角閃岩「禁」 
Stop 5 同、不動滝をつくる５億年前の花崗岩類「可」 
Stop 6 同、５億年前花崗岩類と3.5億年前大雄院層基底礫岩との間の1.5億年間の不整合「禁」 
Stop 7 日立市宮田町新楓橋、大雄院層石灰岩中の化石とクロリトイド片岩「可」 
Stop 8 日立市宮田川不動滝、赤沢層変成火山岩と大雄院層含礫千枚岩との間の不整合「可」 
Stop 9 日立市大雄院、５億年前花崗岩類と 3.5億年前大雄院層基底礫岩との間の 1.5億年間
の不整合「禁」 

Stop 10 日立市御岩山、赤沢層流紋岩岩頸を原岩とする紅柱石含有白雲母片岩「可」 
Stop 11 常陸太田市長谷、コートランド岩「可」 
Stop 12 同長谷西堂平林道、西堂平層雲母片麻岩「可」 
Stop 13 同、西堂平層雲母片麻岩と花崗岩質組成の岩脈「禁」 
Stop 14 同、級化構造と荷重痕をもつ西堂平層変成砂岩と変成砂岩岩脈「可」 
Stop 15 同、115~117 Maの礫をもつ変成礫岩（又はハンレイ岩岩脈）「可」 
Stop 16 同、級化構造と荷重痕をもつ西堂平層変成砂岩「禁」 
Stop 17 同、西堂平層AKS片麻岩「可」 
Stop 18 同、級化構造と荷重痕と斜交層理をもつ西堂平層変成凝灰岩（510 Ma）と変成砂岩
および119 Maの深成岩礫をもつ変成礫岩の互層「可」 

Stop 19 同、地層境界に貫入した蛇紋岩類「可」 
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研究史 

 1970年代までの主な日立変成地域の研究史を図１にまとめた。日立変成岩類の一部に石炭紀
やペルム紀の化石を産することから（藤本、1924；Minato, 1955; 杉山、1972）、日立変成岩
類中に古生界が含まれていることは古くから知られていた。それ故、かつては西堂平

にしどうひら

層を除く

日立変成岩類を日立古生層と称した（Kuroda, 1959）。しかし、化石を産しない玉簾
たまだれ

層、赤沢
あかざわ

層

の層序関係については、研究者毎に見解が異なっていた。変成作用については、約119~101 Ma
の K-Ar 年代が得られてからも（植田ほか、1969）、複変成作用と一連の変成作用という二つ
の見解が提示され、決着はついていない。特に、西堂平変成岩類は先カンブリア紀の基盤岩で、

複変成作用を受けたものという仮説（加納ほか、1977）は一時代を風靡した。廣井・小林（1996）
の紅柱石̶藍晶石̶珪線石片麻岩（以下 AKS 片麻岩と略称）の詳細な研究によって複変成作用
については明らかになったが、先カンブリア紀基盤岩という仮説の当否については不明のまま

であった。 
 
地質 

 阿武隈山地の地質概要図を示す（図２；Tagiri et al., 2011）。括弧の中は原岩の堆積時期を示
す。阿武隈山地の東縁部には松ヶ平

まつがだいら

変成岩類や古生層が分布し、阿武隈東縁帯として区分され

ている（Kuroda & Ogura, 1963）。阿武隈山地中央部にはジュラ系の堆積岩類を含む御斎所
ございしょ

̶

竹貫
たかぬき

変成岩類が分布する（Hiroi et al., 1987, 1998）。日立変成岩類は阿武隈山地南部に分布す
る。阿武隈山地は東縁帯と南部に古い地質体が含まれている。また、双葉、畑川

はたがわ

、棚倉の断層

帯が阿武隈山地を区分している。 
 
１．多賀山地の地質 

 田切ほか（2010）とTagiri et al. （2011）、田切・小池（2011）、金光ほか（2011）、Nozaki 
et al.（2012）および田切ほか（2012）をもとに、多賀山地の改訂された地質を説明する（図
３）。断面図を図４に、火成岩類を原岩とするものの年代値とその岩相を表１に示す。日立変成

古生層は再定義され、西堂平層は前期白亜系となった。日立変成古生層の玉簾
たまだれ

層、赤沢
あかざわ

層、

大雄院
だいおういん

層、鮎川層、大甕
おおみか

層の５層の走向は北東－南西であるが、西堂平層の走向は北西－南東で

ある。西堂平層、玉簾層、赤沢層の３層はそれぞれ断層で画され、累重関係は不明である。改

訂した層序関係を図１に示す。多賀山地北部には白亜紀に貫入した入四間
いりしけん

花崗閃緑岩体（90 
Ma；植田ほか、1969）が分布し、日立変成古生層に接触変成作用を与えている。西堂平層に
はコートランド岩と片麻状花崗岩（SHRIMP 119 Ma；Tagiri et al., 2011）が貫入しており、
前者は西堂平層に接触変成作用を与えている。  
 
２．日立変成地域の地質 

 赤沢層 山地中央部に赤沢層が分布する。走向は北東－南西である。複数の向斜背斜が推定さ
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ており、層厚は不明である。赤沢層の堆積構造は不明瞭であるが、広域変成作用の変成度が北

西方向に強くなることから、南東側が上位と推定されていた（Tagiri, 1973）。Tagiri （1973）
は西北部の角閃岩を主体とする部分を下部赤沢層とし、より東側の緑簾石角閃岩を主体とする

部分を上部赤沢層と区分した。しかし、新たな年代測定によって、赤沢層を層序的な上部と下

部の層に区分するのは適当でないことが明らかになった。赤沢層の原岩は塩基性火山岩（溶岩

や岩脈）と火山砕屑岩からなり、少量の凝灰質堆積岩を挟む。ポーフィリー岩脈や流紋岩も赤

沢層のメンバーである。赤沢層は変成作用を受け、緑色片岩、角閃岩、雲母片岩、長石質片岩

などになっている。玄武岩質溶岩には枕状溶岩があること、凝灰質堆積岩には層理の発達した

ものが頻繁に見られること、流紋岩には岩頸の部分があり、その部分では発泡した赤色酸化部

が発達することなどから、堆積場は主に海中であったと思われる。 
 赤沢層は化石が未発見で、時代が不明であったが、赤沢層の火山砕屑岩に貫入するポーフィ

リーのSHRIMP年代が505 Ma、赤沢層の安山岩質溶岩のSHRIMP年代が507 Ma（Tagiri et 
al., 2011）、赤沢層中に胚胎する日立鉱山不動滝鉱床のRe-Os年代が533 Ma（野崎ほか、2012）
の原岩年代が得られており、カンブリア紀の地層である。低変成度の凝灰質堆積岩には化石産

出の可能性がある。  
 地域北東部の赤沢層には花崗岩類が貫入している。黒田（1951）やTagiri （1973）はペル
ム紀から白亜紀の間の貫入と推定したが、Sakashima et al. (2003)によって貫入固結年代が
491 Maとされ、カンブリア紀の花崗岩類であることがわかった。黒田（1951）はこの花崗岩
類を圧砕花崗岩類と弱圧砕花崗岩類に区分したが、Tagiri et al. （2011）は、それぞれ変成花
崗岩北部岩体と変成花崗岩南部岩体に再区分した。北部岩体、南部岩体両方からカンブリア紀

の年代が得られている（金光ほか、2011；田切ほか、2012）。変成花崗岩類は赤沢層の火成活
動と密接な関係にあることから、赤沢層の一部として扱っている。 
 赤沢層の変成火山岩類と変成花崗岩類の活動場を推定するため、全岩化学組成を示した（図

５:田切ほか、2010）。変成花崗岩類と変成流紋岩類のほとんどはカルクアルカリ系列のもので、

火山弧花崗岩（VAG）の特徴をもっている。赤沢層の変成安山岩や変成玄武岩の組成はソレア
イト系列からカルクアルカリ系列までの広い組成をもつが、Tiの含量からは島弧型玄武岩の特
徴を示し、MORB 的なものは少ない。以上から、赤沢層のマグマ活動は火山弧における活動
と推定される。 
 玉簾層 山地西端には、後述する赤沢層の西側に蛇紋岩帯を介して玉簾層が分布する。走向

は北東－南西である。層厚は不明である。原岩の組織は不明瞭である。角閃石片麻岩を主とする

が、これと互層する黒雲母片麻岩が存在する。しかし、両岩相の関係は、分布範囲が狭いこと

と露出が少ないため、詳細は不明である。角閃石片麻岩は閃緑岩が原岩であると推定されてい

る（小林ほか、1992）。角閃石片麻岩からは507 MaのSHRIMP年代が得られている（Tagiri 
et al., 2011）。 
 大雄院層 大雄院層は山地東部に分布する。大雄院層は下位の赤沢層とは不整合関係にある

（図３）。走向は北東̶南西である。層理以外の堆積構造は不明瞭であるが、層理面の走向・傾
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斜の変化から向斜背斜を繰り返しているものと推測され（図４; Gusokujima, 1983）、層厚は不
明である。層状石灰岩を主とする地層で、砂泥互層や凝灰岩と互層し、それらは、大理石、千

枚岩、緑色片岩、珪質片岩となっている。石灰岩層と互層してラテライト土壌を原岩とするク

ロリトイド片岩（Iwao, 1978；萩谷、1996）が３層挟まれる。カンブリア紀の花崗岩体を直接
覆う所もあり、その場合には基底礫岩が存在する（田切ほか、2010；田切・小池、2011）。基
底礫岩の花崗岩礫には500 Maの年代値のものが含まれる。石灰岩には化石を産する箇所があ
り、前期石炭紀のサンゴ化石が報告されている（藤本、1924; Minato, 1955）。 
 大甕層 山地南端に分布する。走向は北東̶南西で、岩層の連続性が悪く、層厚は不明であ

る。大甕層は火山岩組織をよく残した緑色岩と火山砕屑岩および少量の石灰岩からなる（田

切・大倉、1979）。大甕層は見かけ上、鮎川層の上位に分布するが、大雄院層と同様の化石を
多産する石灰岩層を挟むこと、カンブリア紀の変成花崗岩塊を含むこと、変成花崗岩体と接す

ることから、大雄院層の同時異相と推測される。 
 鮎川層 最上位の鮎川層は山地東部に分布する。鮎川層は整合関係で大雄院層の上に堆積し

ている。黒色粘板岩や硬砂岩を主とする地層で、堆積構造が顕著に認められる。走向は北東̶

南西であるが、逆転部も認められ、向斜背斜を繰り返しているものと推測される。砂岩粒子は

火山岩片を主としており、凝灰質である。石灰岩レンズも頻繁に挟まれており、前期ペルム紀

のフズリナがこのレンズ中から産した（杉山、1972）。 
 西堂平層 山地南西部に、赤沢層及び玉簾層と蛇紋岩帯を介し、西堂平層が分布する。岩相

と地質構造を図６に示す（廣井・小林、1996）。西堂平層の走向・傾斜は北北西̶南南東、東約
30°で、赤沢層や玉簾層の走向・傾斜（北北東急傾斜）と大きく異なる。層厚は300 m以下で
ある。西堂平層は白亜紀前期の泥岩、石英長石質な粗粒~細粒の砂岩、花崗岩質礫岩、流紋岩

質凝灰岩、塩基性火山砕屑岩と少量の石灰岩を原岩とし、変成作用によって、雲母片麻岩、雲

母片岩、長石質片岩、角閃岩などとなっている。なお、礫岩層は雲母片麻岩や雲母片岩、角閃

岩中に挟まれる。角閃岩相の変成作用を受けているにもかかわらず、原岩の組織がよく残って

おり、堆積構造も観察できる。堆積構造には、斜交層理、級化構造、荷重痕、漣痕などが見ら

れる。一部に正常部もあるが、多数の逆転部があり、特に分布域の東部（見かけ上上位層）は

全体に逆転している可能性が高い。詳細は見学地点説明に譲る。 
 凝灰岩を原岩とする長石質片岩についてSHRIMP年代を測定し510 Maを得た（Tagiri et 
al., 2011）が、金光ほか（2011）や田切ほか（2012）が堆積岩源片麻岩や礫の年代測定をした
結果、154~118 Maの砕屑物年代が得られ、西堂平層はカンブリア系ではなく、前期白亜系の
地層が変成作用を受けたものである。510 Maの年代値をもつ長石質片岩の由来については二
つの可能性があり、カンブリア紀の凝灰岩が再堆積したものか、もしくは断層運動によって長

石質片岩が西堂平層の雲母片岩中に挟み込まれたとする考えである。 
 西堂平層の正確な堆積年代は決められないが、砕屑物の年代値からは118 Maより若く、か
つ変成作用の119~101 Maより古いと推測される。また、西堂平層には119 Maと115 Ma
の花崗岩類とハンレイ岩類の貫入岩類があり（田切ほか、2011、2012）、西堂平層はそれより
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古い地層である。結論として、西堂平層は白亜紀前期の極めて短い期間に堆積・埋積・変成し

たと推測される。日本列島の他の地質体への対比は今後の課題である。 
 
変成作用 

 変成作用はTagiri （1973）と廣井・小林（1996）を中心に解説する。およそ１億年前（119
~101Ma；植田ほか、1969；K-Ar 法）の白亜紀前期の広域変成作用が日立変成地域全体に及
んでいる。鉱物組合せの変化を図７に、変成分帯を図８（田切・廣井、2008）に示す。日立変
成古生層では東側の地層ほど変成作用が弱く、Ａ帯が緑色片岩相、Ｂ帯が緑簾石角閃岩相、Ｃ

帯は角閃岩相である。西堂平層はグラニュライト相から角閃岩相程度の変成作用を受けている。

西堂平層では砂泥質岩にはざくろ石が普通に出現し、下流部は高変成度の片麻岩である。上流

部（東側）に向かって変成度は低くなり、最上流部では細粒の結晶片岩となり、アクチノ閃石

をホルンブレンド核部に残す角閃岩が出現する。見かけの中位層準には、Al2SiO5多形鉱物で

ある紅柱石̶藍晶石̶珪線石が共在する片麻岩も出現する。西堂平層の変成経路は廣井・小林

（1996）のAKS片麻岩の研究によって明らかにされた（図６b）。紅柱石は成長形態が空晶石
タイプであり、変成作用初期の接触変成作用時のものである。その後圧力と温度の上昇により

藍晶石が結晶化し、その後の温度上昇で珪線石が生じた。この経路は竹貫変成岩類の変成経路

（Hiroi et al., 1998）と似たものである。 
 変形構造の研究は Gusokujima （1983）によって行われたが、新しい層序関係から見直す
必要がある。カンブリア紀の花崗岩類には変形や変成再結晶による線構造や面構造が複数発達

し、より詳しく研究する必要がある。カンブリア紀花崗岩類にみられる方位の異なる複数の線

構造は、この花崗岩類が複数回の変形・変成作用を受けたことを示している（図９）。 
 

日立カンブリア系の地質史 

 日立変成地域の形成史は次のようにまとめられる。 
(1) カンブリア紀前期~後期に大陸縁辺に沈み込み帯ができ、プレート収束型の火山活動に
ともなって、火山岩や火山砕屑岩などからなる玉簾層と赤沢層が堆積し、同時に花崗岩類

も貫入した。 
(2) その後、日立カンブリア系は陸化し、約1.5億年間の不整合が生じた。 
(3) 石炭紀になって、日立カンブリア系の陸地周辺の海底に、主に石灰岩からなる大雄院層
が堆積した。この時期にも沈み込み帯に伴う火山活動があり、島弧型の火山岩や火山砕屑

岩がカンブリア系の上に不整合で堆積し、大甕層が生じた。 
(4) 石炭紀には赤沢層とそこに貫入した花崗岩類は陸上で風化浸食を受け、花崗岩類は礫と
なって、大雄院層の基底礫岩の一部を構成した。陸上では熱帯性土壌が生成し、化石土壌

となって大雄院層のラテライト質泥岩（クロリトイド片岩）のもととなった。 
(5) ペルム紀前期に大陸棚上に陸棚堆積物（火山砕屑岩、砂泥互層、石灰岩など）として鮎
川層が堆積した。 
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(6) 西堂平層は白亜紀前期の花崗岩質礫岩を伴う石英長石質堆積岩として堆積した。この堆
積作用の直前には火成活動があり、その火成岩は礫となって西堂平層に供給された。 

(7) 日立古生層と西堂平層は、白亜紀後期にかけて変成作用を受け、その後火成岩の貫入も
受けた。 

 層序では、赤沢層（カンブリア系）と大雄院層（石炭系）の間に大規模な不整合が存在する

（図１）。1.5億年に及ぶ不整合は日本国内では例がなく、南部北上山地の古生層にも存在しな
い。他方、中国大陸と韓半島では「Great Hiatus（大欠層）」としてよく知られている。日本
と中国、韓半島の層序比較を図 10 に示す。このような大きな不整合を生じるには、大陸地塊
の変動が関与していることが推測され、日立変成古生層の生成も同じような変動に伴って生じ

た可能性がある。2010年に中国とロシア国境にまたがる佳木斯
じ ゃ む す

－ハンカ地域の SHRIMP年代
が多数報告され（例えば、Wilde et al., 2010）、この地域に広く５億年の地層が分布しているこ
とがわかり始めた。これから多くの討論が行われることになろう。図 11 に東アジア地域で対
比される地質体を示す。層序比較に用いた引用文献については、Tagiri et al. (2011)を参照され
たい。以上のことから、日立カンブリア系の基盤が北中国地塊や佳木斯－ハンカ地塊にあった可

能性が指摘される。 
 
見学地点の説明 

１．東連津
とうれんつ

川ルート見学地点：往復約４km （図12） 

Stop 1 小木津
お ぎ つ

山自然公園入口：赤沢層変成ポーフィリー「可」 
［地形図］1/25,000「日立」 
［解 説］自然公園入口には大型バス駐車場と乗用車駐車場、トイレがある。図13aは年代測
定した変成ポーフィリーを採取した露頭である。入口脇の露頭や沢の中の露頭も同じものであ

る。本案内説明書では、この変成ポーフィリーも赤沢層に含める。この岩石中のジルコンから

505 Ma というSHRIMP ウラン‐鉛年代が得られ、壁岩の赤沢層が日本最古の地層であるこ
とが初めて明らかになった（田切ほか、2010）。岩石の表面は風化が著しいが、内部は新鮮なま

まである。図13bとcのような球果組織や微文象組織が観察されており、火山岩岩脈であること
が明らかである。緑色片岩相の変成作用を受け、緑泥石、黒雲母、白雲母などが片理面に生じ

ている。 

 
Stop 2 東連津川林道入口：５億年前のポーフィリー岩脈が赤沢層を貫く「禁」 

［地形図］1/25,000「日立」 
［解 説］露頭の左下から右上にポーフィリー岩脈が出ている（図14a）。岩脈の周囲の岩石
は層理にほぼ平行な片理が発達しており、赤沢層の緑色片岩である。川の中にも緑色片岩が露

出している。この赤沢層に塊状のポーフィリー岩脈が貫入している。ポーフィリーは壁岩と同

じ緑色片岩相の変成作用を受けているが片理はほとんど発達していない。この岩脈は Stop 1
の小木津山自然公園入口のものと同じ岩相である。したがって、この岩脈に貫かれる赤沢層は



 

7 

５億年より古い地層と判断される。岩脈の周囲に石英脈があるが、年代は不明である。 
 
Stop 3 東連津川と小木津山自然公園登山道交差地点：層状で片状の赤沢層緑色片岩「可」 

［地形図］1/25,000「日立」 
［解 説］Stop 3 には、層状で片理の発達する緑色片岩が露出している（図14b）。各層は
灰緑色や濃緑色を呈し、単層ごとに少しずつ色が違っている。この地層はカンブリア紀の赤沢

層で、原岩は凝灰岩である。このあたりの赤沢層は細粒で変成度が弱く、変形も弱い片岩であ

るため、カンブリア紀の化石を含む可能性があるが、未発見である。 
 
Stop 4 東連津川：道路脇赤沢層の枕状溶岩と石英脈「禁」 

［地形図］1/25,000「日立」 
［解 説］林道脇に赤沢層の枕状溶岩を原岩とする角閃岩と石英脈の露頭がある。図 15aが
枕状溶岩の部分である。枕の形は不明瞭ではあるが、塊状の枕状岩塊が積み重なっている。図

に枕１個の輪郭を白線で示した。川の中にもその続きが見える（図15b）。このことから、赤沢
層の火山活動の一部は水中で起こっていた。日立変成古生層中には多数の石英脈が発達してい

るが、その生成年代は不明である。多賀山地にはかつてこれらの石英脈を対象にした多数の金

山があり、東連津川流域にも鉱山跡が多数残っている。Stop 3とStop 4の間の山腹に多数の
坑口が見える。その中には日立鉱山の試掘坑もある。石英を採掘していた鉱山もあった。 
 
Stop 5 不動滝：５億年前の変成花崗岩「可」 
［地形図］1/25,000「日立」 
［解 説］案内道標にしたがって林道から左へそれて登山道に入ると、左手に不動滝がある

（図15c）。不動滝は５億年前の変成花崗岩でできている。南部岩体に属しており変形構造は不
明瞭である。不動滝の脇には２基の不動尊がまつられ、現在でも、修験者が滝行をする。NHK
大河ドラマ「武蔵」の撮影にも使われた。3.11東日本大震災の時に登山道の一部が崩壊し、登
山道に巨石が転がった。見学の時には落石や崩落に注意すること。 
 
Stop 6 不動滝上流：５億年前花崗岩と３億５千万年前大雄院層との間の不整合「禁」 

［地形図］1/25,000「日立」 
［解 説］不動滝を巻いて登山道を上り、滝の上に出る。ここから 30 mほどは登山道が沢
の中を通るため、沢水の多い時は徒渉できないことがある。3.11地震前には沢道を普通に通る
ことができたが、地震の際に沢内に崩落が多数発生し、現在も不安定で危険なので、沢道を行

く場合は落石に注意すること。安全に行ける尾根を通るルートがあり、こちらを推奨する。尾

根道へは滝を巻く登山道の途中から右へ入る登山道を行く。尾根まで登り、再び沢に下りる。

ここを抜けると再び登山道が続き、50 m ほどで平坦な場所になり、左手が開ける。左手の川
の方へ入る踏み分け道を通り、再び川岸へ出る。そこが不整合露頭の場所である。 
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 図16aは、左側が上流である。図手前側の右岸に５億年前の花崗岩が露出し、左岸には石炭
系の大雄院層変成礫岩が露出する。礫部分を拡大したのが、図16bである。礫は円礫の巨礫~
大礫で、基盤の花崗岩由来と考えられる花崗岩礫を主体とする。砂質の基質は雲母片岩（図16c）
となっている。この花崗岩巨礫のSHRIMP年代として500 Maが得られている（田切ほか、
2010）。500 Maの花崗岩と石炭系（350 Ma）の大雄院層との間に不整合がある。図16aで、
沢水が流れているところが不整合境界である。この露頭は大変貴重なので壊さないこと。 
 
２．宮田川ルート見学地点（図17abc） 

Stop 7 日立市宮田町新楓
かえで

橋：大雄院層石灰岩中の化石とクロリトイド片岩「可」 

［地形図］1/25,000「日立」 
［解 説］宮田川新楓橋たもとの駐車場の南側斜面の鉱山電車軌道跡に上る（図17a）。大雄
院層の石灰岩が軌道跡に露出している。この付近から前期石炭紀のサンゴ示準化石（藤本、

1924；Minato, 1955）や海ユリの化石を産する。直径５ mmから２ cm程度の楕円形の形をし

た化石で、石灰岩転石の風化面でみると発見しやすい。この石灰岩層の中に熱帯性風化土壌

（ラテライト）を起源とするクロリトイド片岩が挟まっているところがある（Iwao, 1978；
萩谷、1996）。軌道跡の少し高い位置に露出しており、転石が多数ある。クロリトイド片岩は
南西方向の大雄院層内に追跡でき、少なくとも４ルートで観察できる。このような事実から、

石炭系大雄院層が堆積した基盤が、風化の進んだ大きな陸地となっていたことが推測される。

日立カンブリア系もこの陸地の一部を構成していたと考えられる。 

 
Stop 8 日立市宮田川不動滝：赤沢層変成火山岩と大雄院層含礫千枚岩との間の不整合「可」 

［地形図］1/25,000「町屋」 
［解 説］カンブリア系赤沢層と石炭系大雄院層の間の不整合境界は北東̶南西方向に連続し

ている（図3）。この境界部を調査し、新たに4カ所の不整合露頭（図3の菱形マーク）を見
いだし、地質図上にそれらの位置を示した（田切・小池、2011）。Stop 8は図 3のそのうち
の一つである（図17b）。不動滝の少し下流の虎ロープを設置してある所から川底に下りるこ
とができる。不動滝を挟んで北側に赤沢層の変成流紋岩が露出する（図18a）。直線的な境界
で下流側の大雄院層千枚岩と接している。大雄院層の片理面の走向・傾斜はN40° E、90° で、
不整合境界部には礫質部は認められないが、1~2 m 離れた部分には礫質部が発達する。図
18bは図 18aの四角部の拡大写真である。礫は花崗岩質の中礫で、礫は変形していて円磨度
は判定できない。中粒砂岩（千枚岩）は層厚約10 cmの変成した花崗岩質粗粒砂岩と互層す
る。 
 
Stop 9 日立市大雄院：５億年前花崗岩類と石炭系大雄院層基底礫岩との間の不整合「禁」 

［地形図］1/25,000「日立」 
［解 説］この見学地点はJX日鉱日石金属（株）の管理地なので、見学にあたっては事前に
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許可が必要である（図 17c）。斜面は浮き石が多く、落石の恐れがあるので、登る際は十分注
意する。見学コースの目印に虎ロープが設置されている。 
 Stop 9は図3の不整合の一つである。露頭は大雄院橋の南側駐車場の南西側の山腹にある。
露頭の高い位置に変成花崗岩が露出する（図19aとb）。この変成花崗岩は北方の小木津町方
面から連続する変成花崗岩南部岩体の延長部で、田切ほか（2010）の報告した不整合基盤の
花崗岩体から続くものである。この花崗岩から500 MaのSHRIMP年代が得られている（田
切ほか、2012）。弱い片状構造をもつ境界部の片岩を挟んで、変成礫岩が下位側にある。不整
合境界面の走向・傾斜はおよそN10° E、25° Eで、礫岩層序は上下逆転していることになる。
礫は花崗岩質巨礫の円礫で、基質部が少なく、礫支持の礫岩である。花崗岩体から2~3 mの
変成礫岩層を挟んで、みかけ下位側に層厚約20 mの千枚岩が露出し、そのさらにみかけ下位
側に大理石質石灰岩が厚く露出する。この石灰岩はN30° W、30° Eの走向・傾斜で、主要地

方道日立山方
やまがた

線の道路脇に広く露出している。 

 Stop 9でのこのような露出状況は、変成花崗岩体を含むカンブリア系赤沢層の上に不整合
で大雄院層が堆積し、その後大規模な過褶曲によって赤沢層と大雄院層が逆転したと解釈で

きる。変成花崗岩体の東側境界では、大雄院層が上位に累重している。 
 

３．御岩山ルート見学地点：往復約2 km（図20a） 

Stop 10 日立市御岩山：赤沢層流紋岩岩頸を原岩とする紅柱石含有白雲母片岩「可」 

［地形図］1/25,000「町屋」 
［解 説］本山トンネルの向陽台

こうようだい

駐車場から高鈴
たかすず

山登山道をたどって、御岩
おい わ

山に登る。本山

トンネルの北側には白亜紀の入四間花崗閃緑岩体が広く分布する。トンネルの南側には赤沢

層が分布する。日立鉱山の藤見鉱床は本山トンネル西出口付近にあった。このあたりの赤沢

層では白雲母片岩と角閃岩が頻繁に互層する。硫化鉱床の露頭もあり、日立鉱山の主要な鉱

床はこのあたりに集中している。 

 御岩山（492 m）は麓にある御岩神社の霊場で、山中には賀毘礼
か び れ

神社、御嶽
みた け

神社、天の岩戸

大神などが祀られている。現在はロッククライミング場として多くの登山者が訪れる。御岩

山流紋岩岩頸はロッククライミング場となっている岩峰全体を構成している。流紋岩は、平

板状緻密な流理構造が発達する部分と、流理とほぼ平行で、しばしば流理を不規則に貫く発

泡部から構成されている（図20b）。緻密部は黄色からクリーム色の頻互層で、流紋岩の主要
な部分である。発泡部は数 cmから30 cm程度の厚さで、赤褐色から濃褐色の層である。破
砕礫状のものと粉状の物質で充填されているが、発泡部は隙間が残っている。付近の赤沢層

が北東̶南西走向で西急傾斜であるのに対し、御岩山流紋岩の分布は東西走向で北傾斜である

こと、限られた範囲にしか分布しないこと、流理構造が複雑に波打っていること、発泡部に

破砕部があるなどから、赤沢層の火山砕屑岩に貫入した流紋岩岩頸であると推測される。 
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 御岩山流紋岩は角閃岩相の変成作用を受け、白雲母片岩と長石質片岩となっている。鏡下

では流紋岩の組織は残っていない。両方の岩石とも鉱物量比に違いはあるが、長石、石英、

白雲母、紅柱石を主成分とする。鉱物組み合わせは緻密部と発泡部で違いはなく、発泡部に

も紅柱石が含まれる。長さ数mmの紅柱石も珍しくない。白雲母片岩の平均的全岩化学組成
を表２に示す。過アルミナ質、中アルカリ質な流紋岩である。 
 
４．西堂平層長谷ルート見学地点：往復約3 km（図21） 

Stop 11 常陸太田市長谷：西堂平層に貫入するコートランド岩「可」 

［地形図］1/25,000「常陸太田」 
［解 説］西堂平林道入口の橋の下に露頭がある（図 22a）。コートランド岩（図 3 を参照、
図６ではハンレイ岩類となっている）は、ポイキリティックに単斜輝石を包有する極めて粗

粒な角閃石を主成分とするのが特徴である。黒色の部分が角閃石で、10 cm を越える極めて
粗粒な単結晶もある。白色の部分は斜長石である。コートランド岩は西堂平層に貫入して、

接触変成作用を与えている（Tagiri, 1973）。 
 
Stop 12 常陸太田市長谷西堂平林道：西堂平層雲母片麻岩「可」 

［地形図］1/25,000「常陸太田」 
［解 説］林道に入って最初の橋を渡った沢の対岸に雲母片麻岩の露頭がある（図22b）。片
麻岩の片理面は東に緩く傾斜している。比較的粗粒の岩石で、濃褐色の部分と白色の部分が

平行な縞を作っている。濃褐色の部分は黒雲母の多い部分、白色の部分は長石と石英の多い

部分である。この場所では堆積構造は不明瞭である。白雲母も多量に含まれる。 
 
Stop 13 同西堂平林道：雲母片麻岩とそれを貫く花崗岩質砂岩岩脈「禁」 

［地形図］1/25,000「常陸太田」 
［解 説］右岸に雲母片麻岩の大きな露頭がある（図 22c）。足下が不安定なので、少し離れ
て見学する。片麻岩には泥岩が原岩の濃褐色部と砂岩が原岩の白色部の縞状構造が明瞭であ

る。しかし、堆積構造は不明瞭である。露頭の左半分に花崗岩質組成の脈が片麻岩の片理を

切って貫入している。この花崗岩質組成の脈にも片麻岩と平行な片理が発達している。この

花崗岩質組成の脈の成因として２つ考えられ、一方は「花崗岩マグマが貫入した」、他方は「砂

岩岩脈が貫入した」の二つである。どちらが真実かは今の所不明であるが、著者は砂岩岩脈

と考えている。 
 
Stop 14 同西堂平林道： 砂泥互層と砂岩岩脈を原岩とする雲母片岩「可」 

［地形図］1/25,000「常陸太田」 
［解 説］少し上流の左岸に砂泥互層を原岩とする雲母片岩が露出する（図23a）。砂岩層か
ら泥岩層へ正級化となっている（図23b）。砂岩層底面には荷重痕も認められる。川の流れに
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近い所に、砂泥互層を貫く花崗岩質組成の脈がある（図 23c）。この脈は雲母片岩と同程度の
粒度で、しかも雲母片岩と同じ片理をもっている。この脈は石英長石質砂岩岩脈を原岩とす

るものと考えている。 
 
Stop 15 同西堂平林道:砂泥互層中の礫岩層「可」 

［地形図］1/25,000「常陸太田」 
［解 説］川の中に礫岩が露出する（図24a）。砂泥互層の地層の中に、約2 mの厚さで挟ま
れる。砂泥互層との接触部は礫岩の上流側で観察できる。下流側の境界は見えない。礫は巨

礫の円礫で、礫支持の状態である（図 24b）。礫種は黒雲母－角閃石ハンレイ岩と花崗岩で、
基質は角閃石や黒雲母からなる砂である。なおこの露頭については異論があり、深成岩岩脈

であるとする指摘もある。 
 ハンレイ岩質礫と花崗岩質礫のSHRIMPジルコン年代はそれぞれ114.7 Maと116.5 Ma
である。 

 
Stop 16 同西堂平林道：級化構造と荷重痕をもつ砂岩層を原岩とする砂質片岩「禁」 

［地形図］1/25,000「常陸太田」 
［解 説］礫岩層の少し上流に厚さ約15 cmの中粒砂岩が露出する（図25a）。この砂岩層は
上下を石英長石質粗粒砂岩で挟まれているが、見かけ上の上位に向かって連続して粗粒化す

る（図25b）。下の粗粒砂岩層から中粒砂岩に荷重痕が入り込んでいる。下の粗粒砂岩は下方
に向かって細粒化し、ラミナイトに漸移する。堆積構造から層序が逆転している。 
 
Stop 17 同西堂平林道：紅柱石̶藍晶石̶珪線石の共在する雲母片麻岩「可」 

［地形図］1/25,000「常陸太田」 
［解 説］小さな滝の上流部に川の流向と地層の走向が平行になっている雲母片麻岩の露頭

がある（図25c）。この厚さ約1 mの部分に紅柱石̶藍晶石－珪線石が共在する。紅柱石は接触
変成作用で生じており、斑状変晶となっている。したがって、この３つの多形を採取するに

は、紅柱石斑状変晶を探せばよい。西堂平層では、この狭い層準にのみ３つの多形がそろっ

て出現する（図６）。 
 
Stop 18 同西堂平林道：凝灰岩を原岩とする長石質片岩と砂泥互層を原岩とする雲母片岩「禁」 

［地形図］1/25,000「常陸太田」 
［解 説］河岸に露頭がある。長石質片岩は露頭では突出し、雲母片岩と頻互層する（図26a）。
長石質片岩の原岩は流紋岩質凝灰岩で、ざくろ石を含むものとカミングトン閃石を含むもの

があり、ジルコンは後者から得られた。長石質片岩のジルコンを年代測定し、510 Maが得ら
れている（Tagiri et al., 2011）。砂泥互層を原岩とする雲母片岩には斜交層理がみられる（図
26b と c）。斜交関係からは地層は逆転している。砂岩には級化構造があり（図26c）、これも
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逆転を示している。長石質片岩には荷重痕（図27a）や漣痕（図27b）があり、これらも逆転
を示している。互層中には細礫を含む薄い礫岩層もあり、細礫は原形をとどめている。礫種

は花崗岩と石英砂岩である。このように、堆積岩は雲母片岩や長石質片岩に変成しているが、

変形は少ない。この細礫を分離し118.5 MaのSHRIMPジルコン年代を得た。 
 
Stop 19 同西堂平林道：断層に沿って貫入した蛇紋岩 

［地形図］1/25,000「常陸太田」 
［解 説］西堂平層と赤沢層の間は断層である。この断層に沿って蛇紋岩が貫入している（図

27c）。この露頭の下流側で、蛇紋岩と西堂平層の長石質片岩や角閃岩が接している。蛇紋岩
には再結晶鉱物として、カンラン石、透閃石、蛇紋石、滑石、緑泥石、炭酸塩鉱物などが生

成している。緑泥石片岩には正八面体の粗粒磁鉄鉱が含まれる。西堂平層や赤沢層の変成作

用との関係は明らかでない。原岩生成時代も明らかでない。この蛇紋岩中に変閃緑岩が包有

されているが、研究されていない。ここにはかつて長谷鉱山があり、滑石を採掘していた。 
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